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平成 22 年６月期 通期業績予想との差異に関するお知らせ 

 

平成22年６月期 (平成21年７月１日～平成22年６月30日)の業績予想について、平成21年８月５日付

当社「平成21年６月期決算短信（非連結）」にて公表いたしました業績予想との差異について、下記

のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 22 年６月期通期業績予想との差異（平成 21 年７月１日～平成 22 年６月 30 日） 

                                        （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 6,580 △170 △110 △120 △30 円 08 銭 

今回修正（Ｂ） 6,346 △126 △66 △29 △７円 38 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △234 44 44 91 － 

増 減 率 △3.6％ － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年６月期） 
7,012 △109 △47 △465 △115円45銭 

 

２．差異理由 

（１）売上高 

平成 22 年６月期(平成 21 年７月～平成 22 年６月)における住宅業界は、新設住宅着工戸数が

低迷を極め、およそ 40 年前の水準に退行するなど未曾有の環境下で推移し、当社の業績にも直

接影響を及ぼす極めて厳しい環境となりました。このような状況の下、積極的な商品展開と販路

拡大に向けて営業体制の強化に取り組んでまいりましたが、売上高は前回予想を下回る結果とな

りました。 

 

（２）営業利益・経常利益・当期純利益 

利益面につきましては、厳しい事業環境を予想して、大幅な減益を見込んでおりましたが、業

績への影響を最小限にとどめるために、仕入コストの低減、在庫の適正化による売上総利益率の

改善を図るとともに、与信管理の強化による貸倒損失の発生抑止などにより、販売費及び一般管

理費を圧縮したため、前回予想を上回りました。 

 

 

以  上 


